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  移行すべきか、継続すべきか 
 －ニーズを実現するための取りうる2つの従来手法とその問題点 
 
 
  OpenStandiaｿﾘｭｰｼｮﾝ/Notesエクステンションのご紹介 
 －Dominoの機能を生かしてOpenStandia/Portalと連動 
 
 
  構成・移行例 
 －各種構成及び移行例のご説明 
 
 
  OpenStandia/Portalのご紹介 
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１．移行すべきか、継続すべきか 
 

－ニーズを実現するための取りうる2つの従来手法とその問題点 
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定番手法１ 
Notes8.5へVUP・Web化 

メリット 
•Notes資産の移行ができる 
•ユーザーマスターなどそのまま使用 

デメリット 
•ﾎﾟｰﾀﾙ機能やWeb2.0機能が無い。 
•ライセンス費の削減ができない。 

メリット 
•ビジュアル・操作性に富む 
•比較的ライセンス費用が安価 定番手法２ 

他ｿﾘｭｰｼｮﾝへ移行 デメリット 
•既存Notes資産の移行について 
リスクが大きい 

バージョンアップと移行、それぞれ文字通り「一長一短」 

 

バージョンアップか、移行か 
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バージョンアップか、移行か 

定番手法１ 
Notes8.5へVUP・Web化 

メリット 
•Notes資産の移行ができる 
•ユーザーマスターなどそのまま使用 

デメリット 
•ﾎﾟｰﾀﾙ機能やWeb2.0機能が無い。 
•ライセンス費の削減ができない。 

メリット 
•ビジュアル・操作性に富む 
•比較的ライセンス費用が安価 定番手法２ 

他ｿﾘｭｰｼｮﾝへ移行 デメリット 
•既存Notes資産の移行について 
リスクが大きい 

バージョンアップと移行、それぞれ文字通り「一長一短」 
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 ポータル機能が無い（弱い） 

「コンテンツの作成」→「承認」→「配置・レイアウト変更」→
「アクセス制御」→「参照」といった、一連の業務が難しい。 

 

 他システムとの画面連携が難しい 

SAP等、業務システムとの連携。 

BI等、情報系システムとの連携。 

 

 ライセンス費用が高い 

クライアントライセンスが高い。 

バージョンアップにおける問題点 
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バージョンアップにおける問題点 

Lotus Notes/Domino単体だとポータル機能、Web2.0的機能は不足 

Lotusソリューションによる機能補完はライセンスコストが悩み 
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 ポータル機能が無い（弱い） 

「コンテンツの作成」→「承認」→「配置・レイアウト変更」→
「アクセス制御」→「参照」といった、一連の業務が難しい。 

 

 他システムとの画面連携が難しい 

SAP等、業務システムとの連携。 

BI等、情報系システムとの連携。 

 

 ライセンス費用が高い 

クライアントライセンスが高い。 

Notesエクステンションで解決！ 

OpenStandia/PortalのＣＭＳ機能が解決！ 

OpenStandia/PortalのWebシステム連携機能、レポーティング機能が解決！ 

OpenStandia/PortalでWeb化することで、クライアントライセンスを削減！ 

※メールについては他のソリューションに移行することが必要です。 
※NotesのDBやワークフローなどは、他のソリューションに移行するか、Web化作業が必要になるケ
ースがあります。 
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バージョンアップか、移行か 

定番手法１ 
Notes8.5へVUP・Web化 

メリット 
•Notes資産の移行ができる 
•ユーザーマスターなどそのまま使用 

デメリット 
•ﾎﾟｰﾀﾙ機能やWeb2.0機能が無い。 
•ライセンス費の削減ができない。 

メリット 
•ビジュアル・操作性に富む 
•比較的ライセンス費用が安価 定番手法２ 

他ｿﾘｭｰｼｮﾝへ移行 デメリット 
•既存Notes資産の移行について 
リスクが大きい 

バージョンアップと移行、それぞれ文字通り「一長一短」 
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他ソリューションへの移行における問題点 

インフラ・
ﾊｰﾄﾞｳｴｱ 

ﾗｲｾﾝｽ 構築・導入 
データ移
行 

ユー
ザー
教育 

運
用
体
制
構
築 

インフラ・
ﾊｰﾄﾞｳｴｱ 

ラ
イ
セ
ン
ス 

構築・導入 データ移行 機能移行 
ユーザー
教育 

運
用
体
制
構
築 

機能
移行 

定番手法１ 
Notes8.5へVUP・Web化 

定番手法２ 
他ｿﾘｭｰｼｮﾝへ移行 

ポイント１ 

ライセンス費用はやは
りNotesはやや高め 

ポイント２ 
移行費用は多くの場合高コスト 
このリスクが高い 

ポイント３ 

全コストトータル
では？ 

ライセンス費用は安くてもデータ移行・機能移行が困難でリスクが高い 
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 一括移行はリスクが高い。 
 
 
OpenStandia/Portalに段階的に移行すること、及び全てを移行せ
ず、一部NotesをWeb化し残すことで、移行のコストとリスクを削減。 
OpenStandia/Portalでマッシュアップすることで、全ての情報を
Webブラウザからアクセス可能に。 
 
お客様が独自に構築されたDBの移行は・・・ 
 既存のDBが、Webブラウザから参照可能な仕組みを提供します。 
 場合によっては、Notes上で個別にWeb化します。 

ワークフローの移行は・・・ 
 複雑なワークフローの場合は、Notes上で個別にWeb化します。 
 シンプルなワークフローの場合は、OpenStandia/PortalのWebワーク
フローに移行します。 

メール、カレンダーの移行は・・・ 
 GoogleAppsなどに移行します。 

その他、掲示板などの移行は・・・ 
 OpenStandia/Portalに移行します。 

Notesエクステンションで解決！ 

OpenStandia/Portal （Notesエクステンション）が解決！ 
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Notesエクステンションで解決！ 

 

機能毎に段階移行するソリューションをご提案いたします。 
移行期間中も、NotesをWeb化することで、ポータルから統合的にアクセス可能です。 
Web化した上でNotesサーバのみを残し（Notesクライアントは廃止）、コストを抑えながら 

  一部Notesコンテンツを継続利用することも可能です。 

Notesからの移行はリスクがあります！ 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ・
施設予約 

ﾜｰｸﾌﾛｰ 掲示板 ポータル web2.0 メール 

IBM Lotus Notes/Domino 

OpenStandia 
Portal 

IBM Lotus Notes/Domino 

 

GoogleApps、他 

Notes/Domino 

OpenStandia Portal 

 

GoogleApps、他 
OpenStandia Portal 

又は他の 
ＷＦツール 

現在 

移行中 

移行 
完了 

移行 
初期 

SSO 
ID管理 

OpenStandia 
SSO・ID管理 

OpenStandia 
SSO・ID管理 
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２. OpenStandiaソリューション 
/Notesエクステンションのご紹介 

 

 －Dominoの機能を生かしてOpenStandia/Portalと連動 
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OpenStandia/Notesエクステンション 

OpenStandia/Portalを利用し、Notesのコンテンツと、Portalが保有する様々な機能や、
他のWebシステムとを統合します。 

Notesエクステンション 
【Notes機能をポートレット化し、提供】 

・未読メールポートレット 
・ワークフロー承認待ち 

・スケジュール 
・会議室予約ポートレット 

 
社内業務システム 

・基幹系システム 
・情報系システム 

・サイボウズ、GoogleApps、SalesforceCRMなど 

OpenStandiaPortal 
【ポートレット機能とアクセサリを提供】 
・ログインとシングルサインオン機能 
・ページ構成とレイアウト 
・CMS、文書管理 
・グラフ表示、その他 
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OpenStandia/Notesエクステンション 

Before…  
大量のアイコン、見えない新着、探せない情報。 

After…  
ひと目でわかる最新情報、Notesｸﾗｲｱﾝﾄとの併用で変わらぬ操作性。 

OpenStandia/PortalとLotus Notes/Dominoが機能を相互補完 

機能連動ポートレット・各種ランチャーをNRIが提供することで低価格にマッシュアップを実現 
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OpenStandia/Notesエクステンション 

ポータルとNotesを連結し、ローコストにマッシュアップを実現！ 

特徴 

Notes対応ポートレットにより重要情報をすばやく確認、すばやく処理。 

Notesとシングルサインオンで手間いらず。必要なときだけNotesを起動。 

このようなニーズに最適です 

長年Notesを使用しているが、ポータルの
機能を拡充したい。連動できる製品を探し
ているが高額。Notesを他システムに移行
するにしても移行費用が嵩み、対応に苦慮
している。 

社内の情報系をNotesで、基幹業務を
Webシステムで運用しているがそれぞれに
ログインしたりいちいち画面を開いたり切り
替えたりするのに大変な手間が掛かる。一
画面で情報を見たい。 

新鮮な情報をポータルで確認！重要な処理はNotesで処理！ 
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Notes/Domino連携 

シングルサインオン 

Notesへユーザー
登録すればそのID

を使用して直ちに
ポータルを使用す
ることができます。 

OpenStandiaポータル 

ｱﾝｹｰﾄﾎﾟｰﾄﾚｯﾄ 

選択式のｱﾝｹｰﾄ
を簡単に作成、ポ
ートレットに配置す
ることができます。 

wikiポートレット 

クレオール表記も
使用可能な本格的
なwikiが同梱され
ています。もちろん
、Notesユーザー
IDで使用すること
ができます。 

掲示板ﾎﾟｰﾄﾚｯﾄ 

スレッド形式の掲
示板です。複数の
テーマの掲示板を
開設することがで

きます。 

ポータライズ機能 

会社・組織・個人ごとに複数のページを作成すること
ができます。ドラッグ＆ドロップでコンテンツを配置す

ることができます。 

その他多数
の機能が同
梱されてい
ます！ 
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Notes/Domino連携 

未読ﾒｰﾙﾎﾟｰﾄﾚｯ
ﾄ 

Notesメールの未
読件数を表示しま
す。ｸﾘｯｸすると、
iNotes又はNotes
ｸｲﾗｲｱﾝﾄが起動

します。 

Notesエクステンションポートレット 

今日のｽｹｼﾞｭｰﾙ 
ポートレット 

Notesカレンダー
の今日のスケジュ
ールを表示します
。ポップアップで詳
細を確認すること
ができます。 

ﾜｰｸﾌﾛｰ処理待
ちポートレット 

ﾜｰｸﾌﾛｰの承認
待ち件数を表示す
ることができます。
クリックすることで
ﾜｰｸﾌﾛｰを起動す
ることができます。 

（要カスタマイズ） 

未読ﾒｰﾙﾎﾟｰﾄﾚｯﾄ 

Notesメールの未
読件数を表示しま
す。ｸﾘｯｸすると、

iNotes又は
Notesｸﾗｲｱﾝﾄが
起動します。 

ﾜｰｸﾌﾛｰ処理待ち
ポートレット 

ﾜｰｸﾌﾛｰの承認待
ち件数を表示する
ことができます。ク
リックすることでﾜｰ
ｸﾌﾛｰを起動する
ことができます。 

（要カスタマイズ） 

RSSﾌｨｰﾄﾞ 
ﾎﾟｰﾄﾚｯﾄ 

Notesデータベー
スで作成された掲
示板の新着・更新
情報を表示します
。複数のデータベ
ースの更新を並べ
て確認することが

できます。 
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Notes/Domino連携 

Webﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ 
ポートレット 

クライアントのワー
クスペースのよう
に、必要なNotes

データベースをお
好みのレイアウト
に配置可能。起動
はWeb・クライア
ントを選択可能。 

Notesエクステンションポートレット 
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Notes/Domino連携 
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Notes/Domino連携 

Notesエクステンションポートレット 
会議室予約一覧 
ポートレット 

サイトごとの会議室を一
覧表示し、その予約状
況を1週間分確認するこ
とができます。受付窓口
の方、秘書の方の業務

に最適です。 

他、続々と便
利なポートレ
ットを開発中

！ 
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（ご参考）BI連携画面イメージ 
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利用者 

ドミノディレクトリ 
（公開アドレス帳） 

Notes 
掲示板 

Lotus Domino OpenStandia 
/ Portal 

Notes 
ワークフロー Notes 

メール 
Notes 
施設予約 

DominoHttpサ
ービスによるポー
トレットへの連携 

Notesデータ資産
はNotes形式のま

ま 
活用可能 

DominoLDAPを活用し
た認証利用と集中管理 
（様々な方法があります） 他Webシステム 

基幹システムな
どのマッシュアッ

プ 

Notes/Dominoと 

高度に統合された
OpenStandia/Porta

l 

機能の補完関係 

構成例 
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３. 構成・移行例 
 

 －各種構成および移行例のご説明 
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ソリューション構成 

 

未読メールポートレット 
今日のスケジュールポートレット 
タスクリストポートレット 
データベースランチャー（ブラウザ起動・クライアント起動） 
会議室予約一覧ポートレット 

 

ポータルページの作成（全社、組織、プロジェクト、個人） 
IframeによるWebページのポートレット化 
Wiki、Blog、掲示板、アンケートなどのコンテンツエンジン 
アナログ時計、RSS他多数 

 

Domino LDAP設定マニュアル 
Domino RSSセットアップマニュアル 
各種エクステンションツールマニュアル 他 

Notesエクステンションに含まれる機能 

ドキュメント 

OpenStandia/Portalで実現できる機能 
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作業項目          

OpenStandia/Portalサーバー構築         

Notes状況確認         

Dominoサーバー環境整備         

Notesアプリケーション整備         

Notesエクステンション導入・セットアップ         

ポータルコンテンツ準備         

稼働確認         

導入作業イメージ 

お客様の規模や活用状況により、期間は変動致します。 

デモ環境の事例では、2週間程度の作業で導入が完了しました。 
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ご提供構成例 

Lotus Domino 
OpenStandia 

/Portal 

 

ご利用のDominoサーバーに直接Notesエクステンションを導入いたします。 
Dominoサーバーのリソースが必要です。 
新しいバージョンのLotus Notes/Dominoをご利用のお客様にお勧めです。 

直接連動構成 

Web HTTP,LDAP 

Client 

 

新たにDomino8.5サーバーを構築し、Web参照したいｺﾝﾃﾝﾂだけをﾚﾌﾟﾘｶ収容して 
   ﾎﾟｰﾀﾙと連動致します。ｸﾗｲｱﾝﾄで使用するｺﾝﾃﾝﾂは現行サーバーに収容します。 

ｺﾝﾃﾝﾂの作り込みなどの理由で容易にﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟができないお客様にお勧め
 です。 

中継サーバー構成 

Notes 
掲示板 

Notes 
ワークフロー 

Lotus Domino 
（現行） 

OpenStandia 
/Portal 

Web HTTP,LDAP 

Client 

Notes 
掲示板 

Notes 
ワークフロー 

ﾚﾌﾟﾘｶ 
Notes 
掲示板 

Lotus Domino 
（中継） 
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  直接連動 中継ｻｰﾊﾞｰ 備考 

Lotus NotesR3 × × 
  

バージョンアップﾟをお薦め致
します。 

Lotus NotesR4 × × 

Lotus NotesR5 △ ○ サーバーパフォーマンスの観
点から、バージョンアップ又
は中継サーバーの構築をお
勧めいたします。 Notes/Domino6 △ ○ 

Notes/Domino7 ○ ○ 
Xpagesなど一部機能を使
用することができません。 

Notes/Domino8 ○ ー   

お薦め導入プラン 
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セールス事例 

 

規模  ：1500ユーザー・国内外拠点 
使用Ver  ：R6.5 
ユーザーニーズ ：利便性向上のため機能追加をしたいがLotus製品を購入 

     する予算はない 
セールス方式 ：セミナー、プライベートデモによる情シス部長説得 
結果  ：情シス及び一部マネジメント層による先行運用受注（2009/11）。

    2010/4を目処に全社展開。 
ポイント  ：コスト、オープンソースへの期待、アンチMS 

事例１：Notesへのリーズナブルな機能拡張として 

 

規模  ：5000ユーザー・国内拠点 
使用Ver  ：R8.0 
ユーザーニーズ ：Notes及び12のWebシステムのマッシュアップベースが欲しい。  

                 NotesとWebシステムの連動をリーズナブルに実現したい。 
セールス方式 ：プライベートデモによる情シス課長説得 
結果  ：検証環境への導入、試験の実施（2009/12）。 
ポイント  ：コスト、試験運用、ﾎﾟｰﾄﾚｯﾄ間通信による結合度の低いシステム連携 

事例２：マッシュアップのベースとして 
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セールス事例 

 

規模  ：8000ユーザー・国内外拠点 
使用Ver  ：R6.5 
ユーザーニーズ ：Notesをやめ他システムへ移行することは決定している。 

                 ユーザー・拠点が多いため2年程度掛けて緩やかに移行したい。 

事例３：Notesへのリーズナブルな機能拡張として 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ・
施設予約 

ﾜｰｸﾌﾛｰ 掲示板 ポータル web2.0 ID管理 メール 

IBM Lotus Notes/Domino 

GoogleApps 

OpenStandia 
Portal 

統合認証管理 IBM Lotus Notes/Domino 

 

GoogleApps 

Notes/Domino 

OpenStandia Portal 統合認証管理 

 

GoogleApps 
OpenStandia Portal 統合認証管理 ワークフロー 

システム 

ワークフロー 
システム 

現在 

移行 
初期 

移行中 

移行 
完了 NotesのWF画面をWeb化（移行）、又は

OpenStandia/PortalのWFエンジンを
活用 
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４. OpenStandia/Portalのご紹介 
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OpenStandia/Portalとは 
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 質の高い情報を、スムースに流通させ、企業の生産
性を向上させる、「情報流通プラットフォーム」 

OpenStandia/Portalとは 

ユーザ ユーザ 

組織 

組織 

ユーザ 

組織 

コミュニティ 

企業 

部長 課長 

コンテンツ 

作成 

バージョン 

（版）管理 

カテゴリ 

分類・整理 

承認 公開 

共有 

業務システム 

CMS 

文書管理 
アクセス制御 

送達確認 

アンケート 

ファイル共有 

スケジュール 

掲示板 

Ｗｉｋｉ、ブログ 

画面統合 

マッシュアップ 

情報分析 アクセス制御 

ワークフロー 
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 ページやポートレット、コンテンツごとに、決め細やかなアクセ
ス制御が可能。 

 
  （組織、グループ、コミュニティ、ユーザ、ロール） 

  × 
  （ページ、ポートレット、コンテンツ） で、アクセス権を設定 

OpenStandia/Portalとは 

ユーザ ユーザ 

組織 

ユーザ 

コミュニティ 

組織 

ユーザ 

ユーザ 

組織 

グループ 

企業 ページ 

子ページ 子ページ 

ポートレット 

コンテンツ 

・組織のページ 

・コミュニティのページ 

・Ｍｙページ 

ロール ロール 
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 広域情報共有 
従来のポータルやグループウェアではできなかった、全社、
取引先、派遣社員、拠点間、企業間、グローバルなど、
広い範囲での情報共有が可能となります。 

利用者が増えてもソフトウェアコストが増加しない料金シ
ステムと、決め細やかなアクセス制御（認可）でこれを可
能とします。 
 

 情報流通コントロール 
コンテンツの承認、アクセス制御（認可）、送達確認機能
（タスク管理）などにより、質の高い情報を、適切な範囲
で、確実に共有します。 

ワークフロー機能も提供します。（オプション） 
 

 システム連携（高度な拡張性） 
基幹システム、情報系システムなどの画面をポータル上
にマッシュアップ（画面統合）します。また、基幹システム
などのデータを分析し、レポートを表示します。（オプショ
ン） 

Salesforce、GoogleApps、サイボウズ、Notesなどと
の連携や、LDAP、ADなどの認証サーバとの連携、シン
グルサインオンが可能です。（オプション） 

OpenStandia/Portal の特徴 

企業 企業 

取引先 派遣 

拠点 

海外 

コンテンツ 

作成 
承認 公開 

アクセス 

制御 

Salesforce 

GoogleApps 

Notes 

サイボウズ 

LDAP 

業務システム 

AD 

Portal 

広域情報共有 
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 グループウェアとの違い 
様々な拠点、取引先など、関係する広範囲な組織を含めた情報共有インフラを、アクセス
制御機能を用いてセキュリティに考慮しながら、提供する。 

他のWebシステムを統合し、すべての業務を網羅した完全なポータル（入り口）を提供する。 

組織や委員会、プロジェクトなどの情報共有ページを簡単に作成し、またその管理を組織や
委員会の管理者に委譲できる。 

パーソナライズ機能によって、ユーザ毎のニーズに合致した画面が構成できる。 

CMS機能（Webコンテンツなど）により、組織としての情報発信を行うことができる。 

 

 CMS製品との違い 
様々な拠点、取引先など、関係する広範囲な組織を含めた情報共有インフラを、アクセス
制御機能を用いてセキュリティに考慮しながら、提供する。 

他のWebシステムを統合し、すべての業務を網羅した完全なポータル（入り口）を提供する。 

組織や委員会、プロジェクトなどの情報共有ページを簡単に作成し、またその管理を組織や
委員会の管理者に委譲できる。 

パーソナライズ機能によって、ユーザ毎のニーズに合致した画面が構成できる。 

 

 他社ポータル製品との違い 
ユーザー数ではなく、ノード数での料金モデル。大手企業の場合、大きなコストメリットが得
られる。 

システム連携機能が充実。SalesforceCRM、GoogleApps、Notes、サイボウズとの連
携など、拡張性に優れている。 

他製品と比較した場合の優位性 
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機能 概要 利用シーン例 

Webコンテンツ 

コンテンツの作成、承認、公開を行う。画像の
取り込み、時間指定の公開、カテゴリ毎の最
新のコンテンツ一覧（リスト）の表示、なども可
能。 

商品情報、経営からのメッセージ 

画像の管理 画像（写真など）の管理、表示を行う。 イベントでの写真を公開 

ファイルの 
管理 

Word、Excelなどのファイルを管理する。
バージョン（版）管理、履歴管理、フォルダ管理、
全文検索などが可能。 

規約、ガイドライン、申請書雛形など 

アンケート アンケートの作成、アンケートの実施を行う。 意見収集 

Wiki 複数のユーザが共同で文書を作成する。 マニュアル、FAQの作成 

ブログ ブログの作成、参照を行う。 日報、日記 

掲示板 
組織やコミュニティ、又は全社で、それぞれの
テーマ（カテゴリ）に関する議論を行う。 

Q&A、電子会議室 

RSS 
RSSリーダー。他のWebサイトの新着情報を
取得し、ポータルに表示。 

ニュース 

お知らせ 
シンプルなアナウンス。配信する範囲（組織や
グループ）、配信期間などを指定可能。 

新着情報 

OpenStandia/Portalの機能 （1） 
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機能 概要 利用シーン例 

ブックマーク リンク集 リンク集 

アドレス帳 アドレス帳 アドレス帳 

チャット 
ログインしている（オンラインの）他のユーザと、
リアルタイムで会話ができる。 

在席確認、ちょっとした連絡 

ソーシャル 

組織やコミュニティのメンバー一覧、友達の管
理、友達のアクティビティ（最近の活動）の表
示。 

SNS 

Myページ 
自分のプロフィールやアクティビティ（最近の
活動）の表示・公開。画面のパーソナライズ。 

自分のプロフィールやアクティビティの紹介 

OpenStandia/Portalの機能 （2） 
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機能 概要 利用シーン例 

グループウェア 
オプション 

 ・スケジュール 
 ・施設予約 

スケジュール共有、および施設予約（備品予
約）。スケジュールは、日／週／月形式で表
示が可能。また、グループメンバーの予定を
一覧表示可能。 

スケジュール共有、イベントカレンダー、施設予
約、備品予約 

Webシステム 
連携オプション 
 ・拡張Iframe 

他のWebサイトの画面をポータル内に表示。
簡易SSO機能付き。 

交通費清算など、他Webサイトをポータル内に
表示 

ワークフロー 
オプション 

 ・ワークフロー 
 ・タスク管理 

承認ワークフロー。項目の設定や承認経路の
設定をブラウザから簡単に行うことができる。 

交通費清算申請、押印申請、稟議 

タスク管理（送達確認）、完了確認が可能な、
タスク指示機能。複数ユーザに一斉配信可
能。 

コンプライアンス、セキュリティ等の重要事項の
指示、伝達 

レポーティング 
オプション 
（情報分析） 

業務システムからデータを抽出、ポータル内
のDBに格納し、さまざまな分析を行い、グラ
フ等の形式で表示する。 

営業情報分析、会計情報分析 

Notes 
エクステンション
（オプション） 

Notesサーバと接続し、 Notesの情報を
Web化する。既存のNotesコンテンツを活
用しつつ、ポータルやブログ、チャットなど、従
来のNotesの弱点を補う。 

NotesのWeb化、 Notesと他のWebシステ
ムとの画面統合、 Notesのクライアントライセ
ンス削減 

OpenStandia/Portalの機能 （3） 

オプション機能 
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グループ企業ポータル 

・（例えば）セキュリティ部門から、 現場の 
 セキュリティ担当者への、確実な指示 
 伝達と遂行チェック 
・文書管理 
・ワークフロー 

・経営TOPからの情報発信 
・グループ内のセキュリティ担当部署同士、 
 経理担当部署同士などの情報共有 
・内部統制 
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店舗ポータル （本部店舗間情報共有） 

・本部から店舗への、確実な指示伝達と 
 遂行チェック 
・店舗オペレーションの支援、チェック 
・文書管理 

・商品情報、プロモーション情報、イベント 
 情報の共有 
・店舗におけるオペレーション・マニュアル 
 の共有 
・コンプライアンスの遵守 
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SalesforceCRM連係、営業情報分析 

 ・営業ポータル機能 
 ・文書共有、文書管理 
 ・ワークフロー 
 ・その他ポータル機能 

・情報分析、レポーティング、ダッシュボード 
 機能を提供 
・営業組織向け、SalesforceCRMユーザ 
 向けテンプレートを提供 
・SalesforceCRM以外のツールを使った 
 営業情報分析や、BI全般も対応可能 
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Notes連携 

・使いやすいコンテンツマネージメント 
・スケジュール、会議室予約などのＵＩ改善 
・クライアントライセンスの削減 

・NotesをWeb化 
・ポータルから、各種Notes情報に 
 アクセス 
・他の業務システム（Webサイト）とも 
 マッシュアップ（統合） 
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モバイル（携帯）、スマートフォン対応 

 iPhone、ドコモ、KDDI、
ソフトバンク対応。 

 外出先からでも情報を
参照したり、ワークフ
ローの承認を行うこと
が可能。 

 2010年度上半期予定。 
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 大手製造業様 カスタマーポータル 
大手製造業様の顧客である、中小規模の事業所向けに、社内ポータルの機
能を提供。 
スケジュール、施設予約、文書管理、掲示板などの機能を提供。 
当初は300社程度に提供し、順次拡大予定。 
 

 銀行間での情報共有 
銀行向けにサービスを提供する企業と、各銀行の担当者との間での情報共有。 
銀行から各種申請をワークフローで受付。 
銀行に対する重要事項の伝達を送達確認機能を用いて実施。 
スケジュール、イベントの共有。 
 

 大手製造業様 セキュリティポータル 
企業のセキュリティレベルを定量化し、グラフ等で可視化。 

本社のセキュリティ管理部門から、各事業部のセキュリティ担当者へ、指示や
重要事項の伝達を送達確認機能を用いて実施。 

各事業部から本社のセキュリティ管理部門に対する各種申請をワークフローで
受付。 
セキュリティ関連の文書やコンテンツを、文書管理機能で共有。 

事例紹介 
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 SaaSプラットフォーム 
SaaSベンダーが、法人顧客に対してインターネット経由で
ポータル、文書管理等のサービスを提供。 
ポータル、文書管理、GoogleAppsをシングルサインオン。 
 

 特許事務所様 社内ポータル 
社内での各種情報共有、文書管理（ファイル共有）に使用。 
全文検索機能を利用し、文書内キーワードでの検索。 
 

 インテグレーター向け 開発ポータル 
中国オフショアでの開発の状況を、日本にいるマネージェー
がリアルタイムに把握するためのポータル。 

メンバー間の情報共有（文書管理）や、コミュニケーション
（掲示板等）に利用。 

事例紹介 
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OpenStandia/Portal の拡張性 

サイボウズ 

SAP 

Salesforce 

eセールス 

マネージャー 

ActiveDirectory 

LDAP 

BI 

GoogleApps 

Notes 
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ossc@nri.co.jp http://openstandia.jp/ 

  OpenStandiaは、「攻めのIT」を支援します。 

  オープンソースのことなら、なんでもご相談ください！ 

お問い合わせは、NRIオープンソースソリューション推進室へ 
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